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亀田産業株式会社　環境方針

当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、

経営のあらゆる面で環境に配慮して行動する。

この理念の下、企画、設計、製造、サービスの経営全般にわたり環境を考慮し、

以下の方針を以って継続して環境保全活動を推進する。

1. 当社の経営理念を踏まえ、当社の活動・製品・サービスの性質・規模及び環境

影響に対して適切な環境経営システムを構築する。

2. 当社の事業特性が、環境に与える影響を的確に捉え、環境経営システムの継

続的改善を図る。

3. 環境関連法規、条例及び受入れを決めたその他の要求事項を遵守し、汚染の

予防に努め管理レベルの向上を図る。

4. 当社の環境側面に係る以下の項目を、環境保全の重要項目として優先的に取組む。

①二酸化炭素排出量削減

②廃棄物排出量削減

③総排水量削減　

④化学物質使用量の適正管理

⑤グリーン購入

⑥自らが生産・販売・提供する製品及びサービスにおける環境負荷削減

5. この方針を達成するために、目標の設定と推進、教育･訓練の実施、代表者による

見直しの実施等、文書化された環境経営システムを構築し、有効な施策を展開する。

6. この環境方針は全社員に周知するとともに、外部からの要求に対し開示する。

平成26年8月1日

亀田産業株式会社

取締役社長 亀 田  清

１. 環境方針
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２. 事業概要

1. 会社概要
・会社名 ：亀田産業株式会社
・所在地 ：栃木県宇都宮市川田町432
・代表者名 ：取締役社長 亀田清
・設立 ：1968年10月
・資本金 ：2,000万円
・従業員数 ：28名
・敷地面積 ：2,500㎡
・環境管理責任者：取締役社長 亀田清
・連絡先電話番号：028-656-3464
・ＦＡＸ番号 ：028-656-7089
・メールアドレス：info@kamedasangyo.co.jp

2. 沿革
・1956年 富士重工業（現SUBARU）取引開始
・1968年 亀田産業株式会社設立
・1984年 宇都宮市川田町（現在地）に店舗・工場建設
・1986年 工場増設・FRP関連部品受注
・1991年 工場増設・ハニカムコア受注・Boeing認定取得
・2005年 JISQ9100認定取得
・2006年 NADCAP認定取得
・2009年 エコアクション21認定取得

3. 事業活動概要（環境活動は全組織・全活動を対象とする）
・航空部 ：航空部品製作・加工（非金属ハニカムコア・ゴムSEAL・縫製品）

：冶具製作（FRP）
・家具部 ：家具販売（環境に優しい木製家具）

：家具修理
・事業年度 ：10月～翌年9月
・環境活動年度：4月～翌年3月
・レポート作成：年1回（6月）

4. エコアクション21実施体制の構築
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※二酸化炭素排出係数は、基準(BM)設定時:0.378kg-CO2/kwh、以降:0.486kg-CO2/kwhを適用

３. 環境目標とその実績
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４. 主要な環境活動計画の内容
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５. 環境活動の取組結果と評価および見直し
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６. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無

(1) 遵守状況
・上記の通り

※N/Aは「非該当」

(2) 更新時期
・毎年6月

(3) 苦情等の有無
・創業から現在まで一切ありません。

(4) 提訴等の有無
・創業から現在まで一切ありません。



７. 代表者による全体評価と見直し結果
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○ 2019年6月12日に行われた「代表者による見直し会議」でのコメント

(1)目標期間中、紙使用量の目標を達成できなかったが、10年にわたり
継続的活動の結果、ほぼ限界領域に接近している状況下であることを
考慮する必要がある。このような中では削減実績を絶対値で追及する
ことから、むしろ経営効率につながるポイントを絞り込み、集中的に
PDCAを運用するようにしてゆくべきである。

(2)今回から、EA21-2017版による審査に移行し、経営面での切り口に
重点が移行している。その中で例えば紙資源の削減活動においては
「コミュニケーションの改善」が経営的課題となれば、合理的な管理
方法が重要になるので適切な目標設定をするべきと考える。

(3)今後も厳しい条件下ではあるが、新しいシステムのもと、各部門には
活動を継続し、効率経営を期して尽力をお願いしたい。

以 上


